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 大型ヘリカル装置 (LHD)の ICRF加熱では , 

4MWに到達する入射パワーで, 比較的高密度

のヘリウムプラズマを少数イオン加熱で維持

できている。少数イオン加熱では, ICRF波によ

り少数イオンが加速され, その後, 生成された

少数の高速イオンがプラズマを加熱する。その

ため, ICRF少数イオン加熱の加熱分布を評価す

るには, 少数イオンへの波の吸収, および, 生

成された高速イオン速度分布が必要となる。こ

の加熱分布は, ICRF加熱の最適化や輸送解析に

は必要不可欠なものである。一方で, 少数イオ

ンの速度分布関数を評価するには, 軌道追跡を

含めたモンテカルロ計算が必要であり, これに

は長時間の計算時間が必要である。 

 LHDでは, 高速の少数イオンの速度分布は, 

NPA等で評価されており,少数高速イオンのエ

ネルギー分布の実験則は参考文献[1]にまとめ

られている。本研究では, この少数イオンのエ

ネルギー分布の実験則を用いて, 簡便なICRF

加熱パワー分布評価コードを作成した。 

 作成したコードでは, TASK3D/WM[2]の冷た

いプラズマ近似, および, 衝突吸収モデルを使

用し, 少数イオンへの吸収パワーを評価してい

る。この吸収パワーを使用し, エネルギー分布

の実験則から, 高速イオンのテールの温度を評

価している。その後, テール温度を持つマクス

ウェル分布を仮定し, プラズマへの加熱割合を

決定した。 

 4MWのICRF実験時において開発したコード

を適用した。図1に, 実験時の実験則から評価さ

れた高速イオンテールの温度を示す. この図で

は, プラズマ周辺部のrho=0.7近傍のテール温度

が実験でのテール温度に近くなっている。 

 
図1 Fast ion tail temperature 

 

 
 

図2 Heating power density profile 

 

次に, 図2ではICRFの吸収パワーとその時の

電子とイオンへの加熱パワーを示している。こ

の高速イオンのエネルギー分布の実験則では, 

損失効果がはいっており, 全体の加熱パワーは

約1/3になっている。 

 講演では, コードの詳細を説明するとともに, 

他の実験結果への適用例を説明する。 
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